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背景と目的

・旧手術室エリアは先端医学棟に移転
・旧無菌エリアは、施設の老朽化、カビの発
　生等により治療環境の劣悪化
・化学療法件数の増加により、無菌室を必
　要とする患者数は増加
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病棟全体 ｸﾗｽ病棟全体 ｸﾗｽ100,000 100,000 以上以上

新無菌病棟の詳細

４床４室４床４室

ｸﾗｽ ｸﾗｽ 10,00010,000
１床４室１床４室
ｸﾗｽ ｸﾗｽ 1,0001,000

１床４室１床４室

ｸﾗｽ ｸﾗｽ 100100

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ
ﾃﾞｲﾙｰﾑﾃﾞｲﾙｰﾑ スタッフスタッフ

ステーションステーション

調剤室調剤室
ｸﾗｽ ｸﾗｽ 10,00010,000

サブ・スタッフサブ・スタッフ

ステーションステーション

※無菌室･･･白血病や再生不良性貧血、多発性骨髄腫などの治療により
白血球数が減少し抵抗力が落ちた患者のために、細菌、真

　　　　　 菌(カビ類)、ウイルスなどの病原体を極力減らした病室。
数字が小さいほど、空気中の病原体等の微粒子が少ない。

１床２室１床２室
ｸﾗｽ ｸﾗｽ 10,00010,000

幹細胞移植室幹細胞移植室
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約250㎡ 約1,000㎡

病棟の一部 病棟全体 －

病床数・無菌室数新旧比較
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特　徴①

・病棟全体をクラス100,000以上で管理

・病棟内にトレーニングスペース、デイルー
　ムを整備することで療養環境が向上

効果的なリハビリテーションの実施により、
体力の低減を最低限に抑えられる

５

特　徴②

・骨髄バンクのドナー登録数　40万人超

・血液疾患患者への治療法が、末梢血幹細胞
　移植に拡大

・骨髄移植治療の社会的条件が整ってきている
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幹細胞移植室
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まとめ
 当院における３つの医療の柱

がん 循環器 救急
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